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連絡先：内藤和心０８０－５０６２－１８６８

令和２年、今年の一文字は「密」、新語流行語大賞は「三密」、皆さ

まの予想通りだったのではないでしょうか。「三密」という言葉は、

世界的にみてもコロナ対策をうまく言い当てた言葉だったと解説されて

いました。この一年、疫病のために常識が常識でなくなる過程を目の当

たりにし、先が見えないものとの戦いは人々の心に深い苦しみをもたら

すものと痛感しています。喜びも悲しみも手の温もりも心の交流も見えない壁に阻まれていますね。

さて、2021年2月16日は日蓮聖人降誕800年のご聖日、誕生日です。『法華経』の「法師品第

十」の中に「願生」という言葉が出てきますが、この「願生」とは、「法華経を教え広める人は、悩み

苦しむ人々を救いたいという慈悲の心から自ら願ってこの世に生まれてくる」と説かれています。日蓮

聖人は『法華経』の中で説かれた通り800年前に自ら願って生まれてこられた方。そして、鎌倉時代

に起きた大地震や飢饉、伝染病といった「三災七難」に立ち向かい、衆生を救済し立正安国を成し遂げ

るために生涯を捧げられた方です。近年の大震災や貧困問題、新型コロナ感染症による現状は鎌倉時代

と似ていると言われています。奇しくも今、私たちはこの災難に立ち向かっています。『法華経』とご

縁をいただく私たちは、今こそお題目を唱え手を携えて新しい年を過ごしてまいりましょう。



皆さまは、本堂正面にある須弥壇の裏側に位牌堂

があることをご存じですか？４0年程前の本堂改

修に合わせて檀家様全員の先祖代々の塗位牌を作

成し、お祀りしています。代替わりされている檀

家様も多数見られますが、毎日の勤行でお線香と

お経をあげさせていただいております。境内に墓

地がない方は、本堂へのお詣りの機会が少ないの

ではないかと思われますが、ぜひ、ご本尊様と各

家先祖代々のお位牌に手を合

わせにいらしてください。ま

た、本堂での法事の際はご自

宅のお位牌とともにご宝前に

お祀りし、法要式を務めさせ

ていただきます。

写仏は仏様の姿を写すもの、写経は仏様の教え

を写すものです。お釈迦様の教えをまとめた八

万法蔵と言われる数々の経典は、口伝、そして

印刷技術などない時代には書き写すことでその

教えを広め、また誰もが手元で読誦することが

出来るようになりました。寺社に祀られている

仏様も写すことでその尊いお姿を自身の身を守

るものとして心の支えとしてきました。現在で

は、仏様やお経に集中して向き合う時間は修行

の1つとして、また、心に安定をもたらす癒し

の時間として年代問わず楽しんでいただいてい

ます。このたび「月イチほがら写経会」を実施

させていただくこととしました。どなたでも、

いつからでも、心のままにご参加ください。

日 時：毎月最終土曜日午後2時から4時

1/30.2/27.3/27.4/24.5/29～

場 所：遠照寺本堂（イス席もあります。）

会 費：５００円（写経用紙他実費）

持ち物：マスク・老眼鏡(必要な方)

定 員：１０名ほど※道具は揃えてあります。

11 月の教室で好評いただいた映水先生が、

写仏のすそ野を広げるためワークショップを

計画して下さいました。お彼岸中日、お墓参

りに来られたついでに、どなたでも気軽にお

立ち寄り下さい。お子様向けもあります。

日 時：令和３年３月２０日（土）

午前１０時～１５時30分

場 所：遠照寺本堂 会費：５００円

持ち物：マスク・老眼鏡（必要な方）

毎月2回、客殿いっぱいに広

がり順調に実施してまいりま

したヨガ教室ですが、コロナ

の状況や寒い時期でもあり、

１月はお休みし２月から再

開することにいたします。

持ち物：タオル・飲み物

参加費：8００円 場所：遠照寺客殿

講 師：重田直美先生


